
農業サイド
　我が国の農業は、後継者不足や高齢化により地域の農業者となる労働力や担い手が不足する状況にあります。都
市からの移住・就農促進、外国人労働力の受け入れ、規模拡大、効率化などの対応をしてきましたが、それでも高
齢化と人材不足が深刻化しています。そのような中で新たな労働力や担い手が求められています。

福祉サイド
　近年、分断が進み、格差の拡大、貧困等により先が見えにくい社会において、生活困窮状態にある人々、ひきこ
もり状態にある人々、就職氷河期世代の人々などの社会参加や自立への支援が重要となっています。こうした人々
は社会・学校・家族等の環境因子、また病気・障害特性などの個人因子により働くための困難を抱えている場合
があります。生活困窮者自立支援制度などによりさまざまな人々を支援する制度や体制は構築されつつありますが、
実際の現場ではこうした「働くための困難を抱える人々」がおり、一人ひとりに合わせた社会参加ができるようにして
いくことが重要となっています。

農福連携の広がり
　これまで障害者等を中心に広がってきた農福連携は、生活困窮者にとっても農の福祉力を活用することで、就労
訓練、社会参加、リハビリテーション、レクリエーションなどの効果を期待することができるものです。そして「福」
の広がりとして生活困窮者が農業活動に取り組むことで、農福連携にとってもさらなる展開になり、共生社会の実現
へ、そしてマチづくりへと発展していく可能性があります。今後、高齢者を含めたさらに多様な人々による農業活動
等の「農」の広がり、つまり林業分野・水産業分野などへの広がり、さらには農福商工連携などの農福＋α連携の展
開によって、働くための困難を抱える人々を包摂したマチづくりを目指すことが期待されます。
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Ⅰ 農業活動の種類
　農福連携の農業分野での取組みを農業活動といいます。農業活動は、農的活動、ゆるやか農業、農業の3段階
に分けられ、生活困窮者自立支援制度における事業との対応は以下のようになります。

① 農的活動＝訓練・ケア等
　農的活動は生業ではなく、農産物の生産活動を通じた健康づくり、生きがいづくり、社会参加、リハビリテーション、
レクリエーション等が主な目的となります。ただし対価・謝礼を得られることもあります。就労に向けた準備を要す
る方には、体調の良いときに短時間だけでも農作業ボランティアなどとして農作業に関わる農的活動が向いていま
す。農的活動に関わることで心身の状態を改善したり、生活リズムを整えたりすることが期待できます。また、社会
との関係性を築くことで、居場所にもなります。

② ゆるやか農業=柔軟な勤務形態
　ゆるやか農業は、ゆるやかに農業に従事するもので、農産物を生産し、報酬を得られる場合もありますが、主な
目的は社会参加、就労経験を積むこと、生きがいづくり等となります。一般就労に向け、一定程度の準備が整った
方や支援付きの就労訓練が必要な方等には、状況に応じた勤務ができるゆるやか農業が適しています。勤務経験
等を通じて、スキルや自信、勤労意欲を高めます。

③ 農業＝就農
　農業は農産物を生産し、生活のためにその対価を得ることが主な目的となります。本格的な就農として、農業法
人への雇用や独立を支援するとともに、定着を図るステージです。もちろん、本人の意志に応じて農業以外の産業
に就職するのも一つの道です。
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